
アジェンダ 21 おおつ(第 2 次)推進事業 

大津市・総合版 

節約金額内訳    

取り組み項目（全 25 項目中） 

 
 
 

今年は、9 月 8 日(土)を中心にエコライフデーを実施し、多くの皆様にご参加いただきました！ 
ご協力ありがとうございました！ 

 
 
 

※2 小学生版は別途集計しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
電気代１年間 

1 か月間 
7,724 円 

644 円 
ガス代１年間 

1 か月 
8,191 円 

683 円 
水道代 1 年間 

1 か月 
9,107 円 

759 円 
ガソリン代 1 年間 

1 か月 
20,446 円 
1,704 円 

 
ベスト３ ①資源ゴミの分別    ②乾燥機を使わず天日乾燥    ③使っていない部屋の照明を消す    
ワースト３ ①１時間早く寝る    ②主電源を切る    ③冷蔵庫の温度設定    

 
 
 
 
 
１００〜８０点          ７９〜４０点          ３９〜０点 

 

参加世帯の 34.8％         参加世帯の 61.3％        参加世帯の 3.9％   

CO2 排出量の削減量は？    参加世帯・人数；431 世帯 1,008 人※2 

注 1 世帯からの CO2 総排出量は 1 日あたり 12.3kg (2016 年度全国平均)です。(出典：JCCCA) 

もう少し環境の 
ことを考えよう！ 

このままだと地球は
大変！ 

【チャレンジいただいた皆様の合計】 
＊世帯・人数   667世帯 1,666人 
＊CO2排出削減量※１ 2,672kg 

※1 小学4年生の児童の皆さんには、項目数15の小学生版にチャレンジいただきました。 

参加世帯のエコライフ度は？ 平均点 71.2 点 

40 年生杉 約 304 本が 1 年間で
吸収する量に相当します。 

【チャレンジいただいた皆様】（五十音順・敬称略） 
＊学区自治連合会 ： 下阪本、真野 
＊諸団体 ： 龍谷大学理工学部学生有志 
＊事業所 ： 近江鍛工株式会社、東洋紡株式会社総合研究所、ローム滋賀株式会社 
＊小学校 ： 石山、晴嵐、中央、平野、富士見小学校の4年生 

Ｃ    Ｂ    

17 世帯 

1 世帯当たりの節約金額は？ 1 か月で 3,790 円 1 年間では 45,468 円  

Ａ    地球の未来は明るい！ 

1 世帯の CO2 削減量 

264 世帯 

ふだんの CO2 削減量は？ 
１世帯平均     4.46kg 
参加全世帯  1,922kg 

150世帯 

エコライフデーのCO2削減量は？ 
１世帯平均    5.21kg  
参加全世帯  2,245kg 

エコライフデーの効果は？ 
１世帯平均  0.75kg 
参加全世帯  323kg 



※ 当事業は、大津市環境政策課（電話 528-2760）が上記センターへ委託しています。 

コメントを記入された方のうち 8 割以上の方が「参加したことでエコに気付いた」 
「エコライフを意識しよう」「今後も続けよう」等と記入されています。 

一部ですが皆さんから寄せられたコメントを紹介いたします。 

【良い機会になりました】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【意識を変えていきたい】 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

【こんなエコ生活を】 
 
 
 
 

 
エコライフデー結果についての問い合わせ先：大津市地球温暖化防止活動推進センター（電話 526-7545） 
結果報告書は、大津市ホームページ（｢大津市 エコライフデー結果｣で検索してください）および大津市地球
温暖化防止活動推進センターホームページ（http://otsu.ondanka.net/）へ掲載させていただきます。 

 わが家の照明器具はほとんど LED にしました。大型台風や異常気象など、これ以上 
ひどくならない事を願って常にエコを意識していきたいと思います。 

 食器を洗う時、ティッシュで汚れを拭き取ってから洗剤で洗うと少しの洗剤で OK です。 
 廃油の処理、生ごみの処理もエコになると思います。（例）廃油は使用済みのティッ 

シュ、布（木綿製の敷布、シャツ等）を入れた牛乳の空き箱に入れて蓋をして燃や 
せるゴミに出す。生ごみは穴をあけた袋に入れできるだけ水分を除くなど。 

 エコな暮らしをしていると思い込んでいたが、まだこんなに改善の余地があると知った。 
今後も工夫を積み重ねたい。 

 ごみの分別は普段から意識して取り組んでいますが、自家用車の多用や夜更かしなど 
による電気の無駄は中々改善できていないので今後は変えていけるよう努力したい。 

 家族全員で取り組むことが思った以上に難しく、一人ひとりの取組みに対する意識が 
必要と改めて感じた。 

 電気水道「あって当たり前」の生活に、今度の災害は私たちにいろいろ警告している 
ように思われました。物は最後まで使い切り、楽しくリサイクルしながら生活したいと思うものの、
まだまだ・・・。今一度、立ち止まって、周りを見直して、生きていきたいと思います。 

 CO2 の排出削減量が記入されており、分かりやすくて良かった。チャレンジ結果はまだまだなので今
後も家族で意識していきたいと思います。 

 自分の運転は急発進や急加速が多いので、エコライフデーの取組みをきっかけにエコドライブを 
習慣化していきます。 

 家族にエコライフを心掛けるように呼びかけるきっかけになり、いつも気に 
なっていたが言えずに過ごしていた事を指摘することができた。 

 家族で楽しみながら取り組めた。子供も参加できてよかったです。 
 便座や冷蔵庫の設定温度など、取り付け時のままでしたので、今回確認できてよかった。また、下ご

しらえに電子レンジの活用の方が良いとは知らなかった。環境への意識付けになりました。 
 普段意識していなかった事を意識するだけでエコ度がこんなにも違うものかと感心しました。環境の

取り組み的にはエコバッグは常に持ち歩いています。資源は限りあるもの!!の意識をもって大切にエ
ネルギーを使っていきたいです。 

 普段は出来ていないことが多かったが、チャレンジ日はできたことがかなり増えた。テレビや電気（照
明）など、少し気を付けたらできることは今後も続けたい。 

 普段から節電については心掛けていたが、まだまだできることがあることに改めて気づきました。 
時短の為にももっとレンジを使って料理していこうと思う。一人ひとりがもっと意識していか 
ないといけないと感じました。 


